









巧 

巧 


f HHHrai J I 


す A 

著者 相 馬が 之 助 

束を $ 華 庭 下平秦 H 巧 巧 
十 王备化 

獲 巧者 言ぶ 企兵衙 

をを 市 ホ 巧 盛え 廣町 
九 お 化 

f け J 式 巧 傳ま辦 巧 

をを 市 京 橋を 溺も街 巧 巧 

十 こ 一を み 



化へ を夕 を 

幸為拥 、み 其 
間す を病老 I 
み之义 末， 雜 t 
常 也 女 君子 
思 _ 一 其 すす 凌 
ネ请 尤疵之 
を お、 




サ^ 珠ナ ぅス tf 身ブ 誤心ゾ ウタ テケ心 令. 化吴 人方蕃 薇が 卜赴丹 あブ專 一 

夕 瓜を ブ嚷 刮でシ ハル 野 ル 邮ク談 シク，^ を も 义尹ク ブロ フ そ、/.'；; ホノ i' 

十ノ ノコ、 ロノ 化 ニグ アリダ 心‘ 卜をフ 歌 二因リ 余ダ大 二感シ タ瓜臺 

、 I 

炭 セシろ ノナ リ抑そ 余へ 常 ニ タク 婦人 ノ が ブ踩刻 スしド ホソノ 態 養！ 

づ 、 

ノ愛ス ぺ幸ブ 弯すン トス 心ず 為メニ シチ^ 常 二 大蹄卜 A 即ノ 歌夕を S 
r 、 、、- " 
レ スサ レバ 化蓄ブ 视ン人 ミホ 能ク 、ノノを ブ 了寮シ テえ 八々 巧 詔 費 ラ 賢 I - 

、 / __ 

トシ テを 二み へ 3 ノ論メ ニ 舅クザ ランつ ブ懷 ク^^ 壁ス心 巧す リ斯ク て 

、 、 ^ 
リ テコ ツ巧 恭ノ浮 キイ；^ をブ をツ心 ニア ラ デ美衙 JK 愛 ツ^ 窩尚 ノ蒂杯 

卜謂 ブべケ レ、 


象 才を刻 法 ザ 態を 




早 あ 

ずを 巧 
漠 、、讀 據歡， 
薄雲が 聲薇 
髮を 清農苯 

風 人 韶舞巧 

迹壤 霞 慕 

欲遂 入發覺 

翁が 隨_ 部玄ぶ 

不知が 露 渡， 一 

ぶ 中 荷 人 正 

雜 長を 情 起/ 

苑看 葦が 愈 

魯、 I 

花 間ち 八 

清李诚 

同 稿 相 離不レ 

を 逢 容束聲 

が- 薛身龍 夫 

戴を 濟蕾薇 

がな が 入を 一 

ホぶ 潭 


^ 


重 ^ y 辞 も 大を裁 重量 四ち へ お 目を リ 百へ お 目を み 六す か、 おみ 六す 二 か 、 
ザ ー美 人が ホぶ 申 U 寻二か 奥 ニ ザん かぶ 里ず 秦を堇 ち 巧 謹 ニキ じ 巧よ。 を 


ミー 


% 


到 M 


<7 


歎 P! 


£ 


ぶ 


イロ ニ ホ 

をハ秦 


ツ子 


を說巧 

iu » 7 3 今 

卜敦夕 八 ー ブ寻力 世 斯レソ 常 ナラ^ 卜乃ホ 背が ホ 大師な. 涂 たぅ 

レタ心 歌ニシ テが 俗二傳 ハリー 叛 がず ノ 調へ トハ ナリニ ケリ、 薄を H 峨 

% * 、 

意ブ考 フル ニ 香 人 等 がを 二 雜をフ ハを を 書 ノ马メ ニシテ ー生う/ 惡、， A , つ 


つ 










香^ -し 



堇支か 女寸ー ホ 奥 



形， レ タシ ^ 減 ブ警踞 ’ I 




ノ 




ホ こ 一す 試ぶ： 

をみ 專床 


主满 題再識 


吏截 重 音ょ荀 みが 固 焉 かすが かみを 
巧卑ぶ 寸 \ か 朗據斐 牢が巧 ホ a げ 




補 一 
鹿^ 飾自え I 
が 萬を 碳残化 I 
か 巧 美を 喪 1 
顏濟 幕^ I 


二す 


C を 葛 磊.於寸\かを齋一四すみ^^桑 ^\ゃすを处を 
抱 予乘ホ タが \寸 茶を 巧 一寸を 义 节嚷- 韻ぶ 达ネ义 0 ぶ？ が 




ふ 




み 


而 


ク 


一 \ 


i 


ミ 


ミ 










子 日、 み， 無す、 を 

がを 方. 巧、 を- 

かお お， 耻 、泉 心 

g 分 折 王；- 
典 抑 二 化 I! 

ィ 




I 、 據秦ぞ 漂て かを 顽一 V ずを 愈尋 なみ 裏面 章 二 か 

ぶ 二ず 讀書 がが 立 年 音 ミ 化 






V も 


ご 一 


I >1 

S! 


四 


が 


.—ぶ 取; 


を难 ffl (心 記 
巧、 へ 2 木 載 一二 
ザ 身 更吴捐 
ホ； 確 W 舆嗦 
を 木> 誰異 养，， 

同、％ 變も每 .1 

身焉 謂ぶ、 一纖 

裝聲新 ザ 波^ 

隨 を、^ 識才 • 一 

あが 決 薄來、 

又 日、 ^ か 別 麵 

慧 たを 垄律 I 

紙を 功 據が補 

お ョーか あ 生 f | 

蹇 二橋靈 I 

喉ぞ漫 一拓ち I 

みを 瓜 夫處誦 

也、 倉 葦で が 嘴 

豐 A 中菩み 

只管が 坐、 一 

か 不為 ぞ^ 

瑕を 術ち 


ノ 


小 藏落爲 \ 寸巾扯 かがを ミ 個 ホ 未觉带 ちを 

落 據善愁 巧 ぉ 至キ十 or ミみ 繁誦 


お 


一 


緣 






な 丈/え ホ；： 
龍 惦 心 「 餘 


ノ絳 ブ聽ケ 化、 背 驚 形 刮物ブ がテ义 レ^を う ザレ 
スか二 剥 シテ初 學三辨 レ タル 者ナリ 


ハ V ノ 


装 


坤 


を 所 巧 诗盗 
荀潜敎 飛が 

かす 測 議^ 

巧襄之 爹天聲 
爭 がず 欲疚 Ji 
也 確 其す ぶ I " 
毒 おが 亦^ 

赏聽 诚を玄 
ん すが 之 萬；^ 

桑 V 墨爲- 


十と 


^ ^ 藏秦為 2 寸\1 かかを 

藏 化雲蟲 を、 で 3 か襄 ホ萝寸 



捆 





§ 



蝴蝶 斤 
娜蠕聽 みが 
表、 巧 化 あ tJ 
を 河南 化ぶ 
阅签 \ ベず 化 
す 獲 レ 蝶裘家 

を、 が 身が 入 

ホ 奮チぞ W 

が- 舊瞭を 

ぁ 扎ネ邻 


猫 


た 興 想 形 

發刮 、-输 、隸勺 使に 厂 本^ 巧 じ 小 巧/を じ^ 旅り がみ 二 向 テを お 夕惡ル 
「 ^^ が 心 毒を 二 を リ 蘇識え 一一 號 す考を 气札メテ謀ブ讓ヶ超？ 覆，^^ な テ 

を リク 正 或ブ化 年へ ホ 心へ み ラス 而シテ 蓮乃ノ 正或卜 八が がず^ ず t え 
フ^が 午 じ 與ノ想 形ノミ 体？ レ. テ 足 レー ー永 來ノホ 想が ブ がた テが 蛛 トス 載 
レ 巧み ノ 妙. 想 ノ \ ホ ニ户ゆ ス期ス へす ノ程 もず 平ブ 《テ おッ識 をゾを 
示 ブ待ゾ ヘシが 二先ッ ソノ じを 恐 巧 ノえ体 二 向 夕鄉释 ^ 遣へ •ン .每 卜ぃ晋 
二 基 午鸾逢 菊歡ホ ノがネ 考ニシ テみ ニヒ餐 一一を リ之レ ttv 推を シテ敦 文 
/ をん V ル 物み 三 糜んた 薇 圏ず ク惡 用ス 心^え 霉 トスを トハ煮 巧 缚ノ恭 
言異减-轉蘭み ハホみ驚え樂等ノみ意ホノ ：、 ^^悉ク_著ハ シ テ陳剥物休ノ 
働 マ‘ 巧た、 レみ 心 ホ 也 一 お トハ蓮 巧 箭麥こ シー K みが、^ ノミタ ホ、 レ テ か 科を 
夕小体 V 瓜 T リ义を 义二適 キテ尋 を ノ手欺 ^ A テ 為シ隸 、クサ 心 7 りを 
冢 も が ノ 敏 を 習 シ テ を > ^ お ノ 漆 燕 え 心 一\ レ リ み 、レ テ 欢 ノ ミ 
妹^ 絲歡 、ン タルが ハち 其聲音 ノみ廢 二が た自曲 こを 動ぅ 與へ邵 ふ‘' も义ノ 
ホ穗がぅ頭<^ シみ 心 ^聲スを ノ固^^見テをクを み廢 ^ ス へ シ 





























子 巧 号...：..’ 二 

ホが おぶ 义が 

父 4 ご/ 谏ぃ .夫 

ミず， ぶ.：' •も 天 

下文遏 をち 

予也 ザ. こ 平 

之を がぶ 父 

ホ 乎 お义， ：。、 

漆 沸が 奉 也 

秦 と抑暮 ：/バ 

を 文を 铅" 


3 、i 


よ 雜苑慕 於 


が 秦< を 永抓惡 かすぐ みよ ホー \寸\ 々ぶ遷 す 里寸を 
が 碱がホ V 目 至 巧が.^ 


が、 




主 3 リ みこを V が？ 爲ス 
























詩を 妻手每 
を 部聲 一參秦 
え羡" 旣翁办 
繁が說 叠二资 ぶ 
を^^募甫奏 I 
资 ぞを是 

を 其然ま 


盡札化 卵 手が/。 迅 リタん ぅ がー マ」 卜 棘へ > 重 裳 星へ 高目 ホ ふ 焉六づ 九 為 

ホ ホ 荷 賓克焉 寺を 畫婦尋 へ か臺す 逆 高 じ 明ぶ 蓬 ホ 巧よ ハ 日 か 




C 










が 像 


ホ 寄を、 ペ^^卜 新 二す 一 かヲー ッ半义 一寸 ブー ふ 睾トホ 
垄儀 ハぶ ず 支 像 ハ ー尺 與二韻 ヨリ 起す セリ 





秦ホ取 到 法 ザ 

■ 舊巧 推理 佛係 顔面 手足 合 蘇 

I ホッ 前編 ノ游離 形 tKW テ 眯剥ノ 大意 ブ悟リ 、ぶを ノ淸或 ハ鸾を 西^ 参を 

I シ テ 自 う 其睡 剖 ノ 私 が fN を ミが え ク 真想 巧 ノ 識 お を マ ザ ル 巧 が 二 あ 

テ 舊巧變 化 ノを印 手 推暴ゾ すを^ み クサ 心す ヵラス 大小. ノ漱ホ ニ舊南 
ス心 へが 例 缴が巧 尺 V W テ 伸縮 ス TV . 舜 レた 竭リ柔 歌 哪強ノ 本^ 顯ハ 
.，ス ニ \ 象 お 上/お 蘇？ 貧サ、 瓜 ブ ホ ス 刊 へ ハ 葛 ホ ノ が ク、\ 剛濡 一- ごぶ I 

| 載私 ハ お 攘營 唯 ノ 人 物 寺 同 ク 人 冰 ナ リ ト を た も 其ホ容 異 二 た リ が こ 
茲 ク其骨幕 す 誤 う ス 滴象手も ノ 現新 をを1^お覆 シ テ 其 が，吵 是 ん 、 シ、ん 
ソ 字を 間 巧 二 あ 心巧ノ 萬物卷 クを禪 うを メント 欲た へを 研 お ニー ホブ 
費 スを日 猶ホも ラス お 二 只 一を ノ 巧？ 孽 こ \ノ が ハ 秦クん 三 巧 テ も 識韻推 j 
^シ テぶ 意ブ想 娘た ハ、 巧ノ 物み こ應巧 レ备奇 吳ノ巧 ブ頭ス 1 ブホ ヘレ 
某 外え 獸ニ ハ嫉麟 アリ 祠鸟ニ ハ酿乳 アリ、 鱗蟲 一一へ 蛟聽 r りみ 等を ホ 人 
みあ 徐 3 リ其 巧^を おシタ 心を タリ 苟た ホを 想^ 巧 テ 通を ぞ心 巧ゾ數 
淑 fN 觀テ矣 n - 影 剥 だ ハ、 骂を驾 意 共 二其宜 チ^ ホ 心 二を 幾う ンク 









DAWSON，S BOOK SHOP 

550 South Figueroa Street, Los Angeles, California 9001 7 : ma ムが rt 6-6729 


ZOG 丘 CHOKOKU HO (Techni 曰 ue of Ivory Carving 
and Sculpture), By 民 uninosuke Soma, 2 vols, 
in clo を la case * First edition was 1 ろ 90 and 
this example is probably 1900, No date but 
a change of ownership in the copyright 
is mentioned as March l8, 1900, Published 
by Kinbei Yoshida, Tokyo, 

Woodblock printing, with illustrations 
showing tools of ivory carving, perspective 
and suggested designs for various sizes 
of ivory， 


